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当院で行うプラセンタ注射は、公的医療保険の適用とならない自由診療です。以下の内容・費用・
リスク等をご確認のうえ、ご希望の際は医師にご相談ください。

１．治療の内容

ヒト胎盤（プラセンタ）由来の医薬品を注射（皮下または筋肉内）により投与します。施術自体は
数分程度で終了します。実施の可否、投与量および頻度は、医師が診察のうえ判断し、ご説明しま
す。

２．費用（税込）

プラセンタ注射　2アンプル　800円
プラセンタ注射　3アンプル　1,000円

３．主なリスク・副作用

・注射部位の痛み、発赤、腫れ、硬結、内出血
・発疹、かゆみ等のアレルギー症状
・悪寒、発熱、倦怠感（まれ）
・ショック、アナフィラキシー様症状（ごくまれ）
体調や体質により症状が現れた場合は、使用を中止し適切に対応します。気になる症状が出た場合
は速やかにお申し出ください。

４．献血に関する重要なお知らせ

ヒト胎盤由来のプラセンタ注射剤を一度でも使用した方は、日本赤十字社の基準により、以後献血
ができなくなります。あらかじめご了承のうえ、お申し込みください。

５．感染症のリスクについて

プラセンタ注射剤は特定生物由来製品であり、製造工程で加熱処理等の感染症対策が講じられてい
ます。現在までに本剤の使用による感染症の報告はありませんが、ヒト由来の組織を原料とするた
め、理論上の感染リスクを完全に否定することはできません。

６．医薬品の承認等に関する事項

当院で使用するプラセンタ製剤は、国内で医薬品として承認された製剤であり、国内の正規流通ル
ート（医薬品卸売業者）を通じて入手しています。ただし、承認された効能・効果（更年期障害、
乳汁分泌不全、慢性肝疾患における肝機能の改善等）以外の目的で使用する場合は、承認範囲外の
使用（適応外使用）となるため、自由診療として実施しています。
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